
第 5 章 地白川追分町遺跡出土の 昆虫遺体 

日ァ甫 弟 宮武頑夫 

  
京都市左京区北白川追分町京都大学北部構内にあ る，地白川追分町遺跡 BG3lE の泥炭 

質層から発掘された 昆虫遺体を検討した。 いずれも縄文晩期のものであ る。 発掘は 1978 年 

11 月 ～ 1Q7Q 年 3 月におこなわれ ，その時点ではシャーレ 一に脱脂綿をひき ，       コールで 

湿らせて収納された 由であ るが，検討の 依頼を j げた 1981 年 9 月には完全に 乾燥していた。 

そこで密閉できる 容器に移し， 70% エ チルアルコールに 浸した状態で 2 週間おいてから 検 

鏡 した。 乾燥期間中に 生じたと思われる 亀裂や変色にもかかわらず ，遺体は想像以上に 丈 

夫で，堆積物中にきわめて 良好な状態で 保存されていたことを 示している。 資料が付着な 

いし半ば埋れた 泥炭質 土 の 小 ブロックが， 44 個のシャーレ 一に収められていたが ， 1 ケー 

スに複数含むものもあ り，遺体の総数は 85 点であ った。 この中のⅠ点は 黒色の遺体密集部 

を土とともにとりあ げたもので，これを 洗條 したところ 51 点を得たので ， 合計点数は 135 

点となる ( 表 19) 。 ただし， この数には同一個体にぞくすることが 明らかな複数の 節片や破 

片の数を含めていない。 金属光沢をもつ 大型の遺体が 選択的に採取されており ，遺体群集 

を 近似的に代表するサンプルとは 言い難い。 昆虫遺体の多い 層 準は分析用として プ ロ         

状 に採取・保存しておくことが 望ましい 0 同一個体にぞくする 節 片を複数件なう 例がかな 

りあ り，ハナムバリの 旗師中に雑交尾 器 が保存されるなど ，同定は比較的容易であ った。 

2  同定結果 ( 図版 50 ， 51) 

モモ ブト シデムシ ( シデムシ 科 ) ル cr0% Ⅰ れ igr,ic 弗な HARoLD 

泥炭質 層 2 上 (d 5 Ⅱ 区 ) 出土。 頭部 5 , 前胸背 8, 鞘翅 17, 後脚 腿節 7 , 同 鰹節 13 が密 

美 して発見された。 

頭部は①扁平で ， ②明瞭にくびれた 頸部があ り，③複眼は 大形，④その 内縁はほぼ直線 

で ，⑤しかも頸部 側縁 より内方に位置し ，⑥触角窟は 複眼前端の正中線寄りにあ り，⑦ 頭 

楯 はさらに前方にのびて 前縁は直線状。 前胸背の⑧ 側 縁は弧状で，⑨ 前角 ・稜角ともに 円 

いので，全形は 楕円状であ り，⑩ 側縁 平坦部と中央西経部の 境界は凹状となり ，正中線ょ 

92/3 に位置し ， ⑪全面に一様に 点刻を散布する。 鞘翅は， ⑫長さ l Ⅰ nl, ⑱中央に平行し 

Ⅰ 45 



146 体
 

 
 昆
 

士
 

 
 

 
 

士
 

 
 

 
 

遺
体
 

遺
 

虫
 

町
 

上
七
 

 
 

9
 

追
 
 
 

 
 

 
 

表
 

ヒ
白
 

J
 
ゴ
 

泥 炭 質 層 
  合計 

l 下 2 上 2 丁 3 中 3 丁 4  不明         
鞘 題 目 COLEOPTERA 

  
コ     く                       の大型 種 HARPALIDAE sp. A     
ゴ， ムシ科の大型 種 HARPALIDAE sp. B     
( 全線光沢 種 ) 

ゴミムシ科の 大型 種 HARPALlDAE sp. C     
ゴミムシ科の 大型 種 HA 尺 PALlDAE sp. D     
モモ ブト シデムシ                                                     STAPHYLINIDAE@ sp           Dn グリ ソ Ⅰ C ⅡⅠ り z イ とれⅠ       Copris@ ochus       
ナミコ ガネ       
スジコ ガネ、   

  
    

ドウガネブ ドウカ ネブ         イ イ ブ ブ         イ 49 Ⅱ 力れ れ 0%min.c 0 抑尻 asp.(a 叩 rea ㏍．                     
ヒメコガネ       
ヒメコガ 千里色彩 極 力 "0","/ ば spp         

色彩佳 スれ 。 援 れ %  spp                         
アオ カナブン ?                                                                 
    ナム クリ                             SCARABAEIDAE@ spp                     

SCARABAEIDAE         CHRYSOMELIDAE         COLEOPTERA       ヰネ 4                 
鱗 翅目のサナギ LEPIDOPTERA@ (pupa)                   
合   1@ 82@ 30@ 3(1)2(1)@ 6 9@ ' 135 

和 泥炭質 層 3 車または - ド ， ね 泥炭質 居 3 または ヰ，                                                                                             

て 縦走する 3 本のキールがあ り，⑭開室 は 一様に点刻され ，⑮小楯 仮 に接する斜辺が 長     

⑱末端は斜めに 切断状で ， ⑰員外方のキールが 後縁と鋭角をなして 会合する。 後 腿節は， 

⑱全体膨隆 し， ⑲後縁末端近くに 上下 2 本の短いが太い 歯状突起をもつ。 後 脛節は， ⑳ 湾 

曲し， ⑳内縁の先端近くに 1 個の歯 状 突起をもつ。 以上の諸形質から ， シデムシ科のモモ 

ブト シデムシ 属 Ⅳ ec グ ・ 0 ん Ⅰと同定される。 この属には他に ，オオモモブト、 シデムシ 

Ⅳ・ 0siaiiC ひ 宙があ るが，⑫・⑯・⑰ ， ⑲・⑳の形質から 木種と同定される。 ⑱ - ⑲・         

雄の特徴であ る。 
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表 20 Do 「 cus グルーフのクワガタムシ 字の識別， 点   オオクワガタ D.curu@dens ヒ ラタク D. ⅠわりれれⅠ ワ ラ サタ コ M. クワガタ グク ⅠとれⅠ                                                   遺体 

天 聴             
一 ( 基乃 堵 )   上面の内歯は か ，其方または 中央に位置する 先方に偏る (+) ( 一 )   

    

    

眼縁突起は複眼長の (+) か， こえない 半ばをこえる ( 一 )   

眼縁突起の幅は か ， 同幅 ( 一 ) 先ほど狭まる (+)     
  点刻 @ ま 横長の ヒシ型 ないし 扇型 
(+) か ，円型 ( 一 ) 

  

        

        

        

        

サ イ ズ 

頭の幅は lo ㎜ K こ達 する個体かあ る 
(+) か ， さらに」、 JU( 一 )           

オオクワガタ ( クワガタムシ 科 ) DO 「㏄ SC げひ 正ぬ 榔 ん妙 ぁ SAINDERS 

泥炭質 層 2 丁 Cd 5 Ⅱ 区 ) 出土。 頭蓋左半 と 左大鵬が重なって 発見された。 

①頭は大型で ，推定幅約 l2mm, 長さ 7Sun 以上，②全面に 粗大息 刻 があ り，後縁は平滑で 

前胸へ深く挿入されるタイプであ る。 ③中央に 1 対あ る小麿 状 隆起の片方が 認められる。 

複眼は失われて 眼窩のみ認められるが ，④小型で，⑤頭の 側縁の中央に 位置し，⑥双方 よ 

り眼縁突起がのび ，複眼の中央を 超える。 ⑦大鵬は短く ，全長 5.5mm, ⑧上面と下面にそ 

れぞれⅠ本の 内歯があ る。 以上の形質からクワガタムシ 科 と同定され，⑥からクワガタ 亜 

科の D0rcus 属 グループに ぞ くすると判断される。 さらに②頭部 点刻が 粗大であ り， ⑦ 大 

聴が 短く，かっ⑨眼縁突起が 湾曲する点から ， 雌 ( 早 ) であ ることが明らかであ る ( 表 20) 。 

日本本土産の Do グ ・ c ひこ属 グループには ，オオクワガタ D ぴ cus r,urr ひ Ⅰ ル窩 ， ヒラタク ヮガ 

タ D. 励笏 " 戸 nh 確 ，，コクワガタ M 仏 "" ぱ ",,", 化 伽 ，， スジ クワガタ ノ W.. hi れ脚 " の 4 種が 

あ り，遺体発見部位について 早の種の識別点を 表示すると表 20 のよらであ る。 すべての形 

質の一致から ，疑いなくオオクワガタの 早と 同定される。 

ダイコクコガネ ( コガネムシ神会葉群 ) C 中 niso 妨矩 MoTsoHu Ⅸ KY 

泥炭質 層 2 上 (d 5 Ⅱ 区 ) 出土。 頭部破片， 角 ，前胸背右半，双脚 腿 節などが重なって 発 

見された。 長さ 12 ㎜に達する長大で 後方に湾曲した 頭の角，幅広く 突出し双方中央が 顕形 

にえぐられる 前胸背中央の 突起から，ただちにダイコ ク コガネの 雄 ( 食 ) と同定できる。 遺 

体は 木種の中でも 大型の個体であ る。 
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ナミコガネ ( コガネムシ料金葉群 ) 皿 「 化肱坤 ㎞ 庇榔 GYI,TRNHAL 

泥炭質 層 2 上 Cb 3 Ⅲ・ c 4 Ⅳ・ d 5 I 区 ), 泥炭質 層 4(d4 Ⅱ 区 ), および，層位不明 

(d 4 Ⅱ 区 ) 出土。 頭 1 , 前胸背 1 , 左右Ⅰ対の鞘 翅 2 対， 鞘翅 4 が発見された。 

鞘 建は全体が金属緑色，長さ 10 一 12 ㎜，明瞭な 縦條を 久ぎ， 点刻 がきわめて浅いことか 

ら 同定される。 頭 楯の前縁の上皮状態および 点 刻も，現生標本と 一致する。 

スジコ ガネ ( コガネムシ料金葉群 ) 力れ。 笏 りぬ塊村 は ㏄ ゆが M ㏄ SCHULSKY 

泥炭質 層 4(c 4 Ⅱ 区 ) から主軸 翅が 発見された。 

全体が金属緑色， 側 縁は内縁にほぼ 平行し，全体に 大味のあ る長方形，大型で 幅は 5.5 ㎜。 

これらの形質から ， コガネムシ村会葉群の ， スジコ ガネ亜科にぞくする 大型 属 グルーブ 

( ノれ 0 Ⅲ ala 型コガネムシ ) と判定される。 さらに①会合部を 含めて 5 本の縦 隆條 があ り， 

②第 4 傑と第 5 條は後端近くで 融合し ， ③第 5 傑と側線との 間は肩部でやや 幅広いが，後 

方 2/3 では 側縁 に接近して平行，④開室には 細魚 刻 を密 有 する。 これらの形質から スジ コ 

ガ ネと 同定される。 近縁の オ オス ジ コガ ネ カ ・ cosf ロとは とは，④の 間室 がなめらかでない 

点で区別される。 

ドウ ガネブイブイ ( コガネムシ村会葉群 )  H 穏川はね 6 卵 re は H0pE 

泥炭質 層 2 丁 (d4 Ⅳ 区 ) から 左 後脚の腿節と 脛 節が分離した 状態で発見された。 

① 紫 補色の金属光沢があ り，②長さは 腿 前 6.5mm, 鰹 節 6m と大型で ， ③ 腿 節下面に小 

点刻 と後縁に平行する 扁平粗大魚刻 刻 をもっ，などから 木種と同定される。 脛 節の形状 は 

現生種のそれと 一致する。 

ヒメコ ガネ ( コガネムシ料金葉群 ) Ano 笏 ・ ola r イ洗叩化 a MoTscHu Ⅸ KY 

泥炭質 層 2 上 (b 3 Ⅲ・ d 3fmm @ d 5 Ⅱ 区 ), 泥炭質 層 2 丁 (d 4 Ⅱ・ d 4N.d 5 I 区 ), 

泥炭質 層 3( 中層か下層か 不明， d 4 Ⅱ 区 ) 出土。 頭 1 , 前胸背 2, 前脚 腿 前 1 , 十脚 腿 前 

1 , 後脚 腿節と脛節 1 , 左右 1 対の鞘 翅 2 対， 鞘翅 6 が発見された。 

鞘翅は ，①金属緑色で ，②透明感があ り，③長さは 9 ㎜，④やや縦列をなす 点刻 を密 布 

する， ことから同定 さ憶 てる。 

カナブン ( コガネムシ村会葉群 ) R 防 /n う 0/r ん 後の ノ舛 ㎝㏄ a HOPE 

泥炭質 層 2 上 (d 5 I 区 ), 泥炭質 層 2 丁 (d 5 l 区 ), 泥炭質 層 4(d4 Ⅱ 区 ), 青灰色シ 

ルト Cc 4 D 区 中央 畔北 サブトレンチ ), 層位不明 (d 4 Ⅱ 区 ) 出土。 左右対をなす 鞘趨 Ⅰ 対 ， 

轄翅 2, 前胸背 1 , 前脚頸飾 1 , 十脚のつながった 腿節と脛節 1 が発見された。 

アオ カナ 元ノ ( コガネムシ料金葉群 ) 磁 。 簾 bo 「「 r 碗勿姥免 01o 「 MoTsGHu Ⅱ KY 
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泥炭質 層 2 上 Cb3 Ⅲ・ b4 Ⅱ・ c 4 Ⅲ・ d3 Ⅲ 区 ), 泥炭質 層 4(b4 Ⅱ・ c 3 Ⅲ 区 ), 

層位不明 Cd4 Ⅱ 区 ) 出土。 頭 1 , 左右対をなす 鞘翅 ( 右 後翅基部が付随 ) 1 対 ， 鞘翅 4, 小 

楯 板 1 , 十脚の っぽ がった 腿 節と鰹節 1 , 後脚のつながった 腿節と脛節 2 が発見された。 

カナブン とアオ カナブンの 両 種は類似するが ，色彩でたいていの 場合区別できる 0 カナ 

フ ンは褐色で，たとえ 緑色であ っても透明感がよ わく ，アオカナブンは 青緑色で透明感が 

つ よい。 頭部は頭楯の 側方への張り 出しの強弱， 鞘翅は点 刻の疎密，双脛節は 幅の広狭で 

識別される。 舎の中脚の場合は ， 腿 節旗 面の シ フ状凹刻が 長軸に平行的 ( ヵ ナブン ) か，直 

変約 ( アオ カナブン ) か ， 脛節 末端の歯が尖りがよわくて 長短があ る ( カナブン ) か ，鋭く尖 

って同長 ( アオ カナブン ) か ，で同定できる。 

ハナムバリ ( コガネムシ料金葉群 )  ㏄ tiw れ iioPil 確の MOTSGHU Ⅱ KY 

泥炭質 層 2 上 (b 3 Ⅲ 区 ) 出土。 同一個体の前胸背，友輔 翅 基部， 中 胸腹 板 ，後脚の腿 節 

と脛 節が発見された。 

前胸は ， ① 側 緑の突出が ょわく， ②全体が密に 点刻され，③ 側縁 にそって前半部のみ 黒 

くふ ち どられ，④その 黒色部のみに 細長い 溝 状の点 刻が体軸に 斜位に密 有 されて，⑤幅は 

6.3 ㎜であ る。 鞘翔は， ⑥基部の馬蹄形 点刻が 孤立した 縦 條を形成しない。 中 胸腹 板は， 

⑦ 前 突起がひし形に 近く，両側が 平行でない。 後脚は ， ⑧全体が 銅 赤色で ， ⑨ 脛節 末端の 

歯が同長であ る。 以上の形質からハナムバリと 同定した。 

ァ オハナムバリ ( コガネムシ村会葉群 0 Cefo ん Ⅰ ば 「 Oe.l が・ st HAROLD 

泥炭質 層 2 丁 (C 4 Ⅱ・ d 5 I 区 ) 出土。 前胸背右側緑郎， 十脚 鰹 節 と 最後の 4 腰板 ( 雄 

交尾器を内蔵 ) がそれぞれ 1 点ずつ発見された。 

前胸背は，① 側縁 が赤銅色をおび ，②黒色で シク状点刻 の 密相 するふ ち どりが狭くて ， 

前方に向かって 広がらない " 腰板 は ，③ 点刻 がまばらで両側でも 極端に密にならない。 交 

尾 詰 は，④先端に 近い側方への 辣状 突起が低く，⑤骨化部の 幅が狭い。 以上の形質から ァ 

オハナムバリと 同定した。 

ハナムバリ，アオハナムバリの 雨 種は現生標本では 毛のはえ具合と 頭 楯 前縁の形状で 容 

易に区別できる。 しかし遺体では 毛が脱落しており ，単一または 少数の体節 片 による同定 

はきわめて困難であ る。 おそらくアオハナムバリであ ろうが断定できないものが 3 点あ っ 

ナ， @0 

コアオハナムバリ ( コガネムシ 科食 葉群 )  0 糊化 fo れ招尹 6% あ FALDERMANN 

泥炭質 層 2 上 (b 3 Ⅲ・ c 4 Ⅲ・ c 4 Ⅳ・ c 5 Ⅱ 区 ), 泥炭質 層 2 丁 (b 3 皿・ c 3 Ⅲ・ 
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d 4 Ⅳ・ d 5 I 区 ), 泥炭質 層 3 中 (d 5 I 区 ) 出土。 前胸背破片 1 , 左右対をなす 鞘娃 1 

対， 鞘麹 7, 申 胸腹 板 1 , 金 腹 板 1 が発見された。 

所 属 Cef 笏材 に似るが小型で ， 鞘 建の長さは約 9 ㎜， 鞘翅 会合部は後半で 内縁に平行 

な稜線が顕著でなく ，先端は突出せず ，先端外方がえぐられないこと ，馬蹄形 点刻が 孤立 

した 縦條 をなすこと，などで 区別される 0 ホソコハナムバソ G ゆワタ んの 勿 ㍗ a ㎡肪も緑色 

で類似するが ， 鞘 翅の会合部先端は 丸まるので識別できる 0 

ヤマトタマムシ ( タマムシ 科 ) Ch れソ ㏄。 ん， 0 クノぴ ㎏ 材億 ・ n 抗の SCHOENHERR 

泥炭質 層 2 丁 (c 4 Ⅲ・ d 5 I 区 ), 泥炭質 層 3 中 (c 4 Ⅲ 区 ) 出土。 いずれも 鞘麹 の光平 

部 が発見された。 

全体があ ざやかな金属緑色で ，中央に太い 赤紫色の縦 條 が走るので容易に 識別される。 

形態上の特性としては 先端部に複数の 鈍 歯 をそなえる。 コガネムシ類に 比べて木種の 遺体 

は一面にひび 割れが生じ，風化によわいと 考えられる。 

タ デマルカメムシ ( マルカメムシ 科 ) C 仲 W0S0 化 也 がひゅう 己ひ卸 MONTANDON 

泥炭質 層 2 上 (d 5 Ⅲ 区 ) から小楯 板 が発見された。 

U 字型の幅広い 特異な全形， 基部に隆起部が 横に走り， その両端に黄梅があ ることか 

ら ， C 伯ヰ俺ヮ 笏のと判断された 0 近縁種には ヒ メマルカメム シ C, うは舵サぴぬ 仰，キボ シマルカ 

メムシ C. ノ仲 囲わ ひ坤 ，クズマルカメムシ C s, 仰弟卯ひ 仰があ るが，前 2 種とは 黄敵 が小さ 

いこと， 後 種は後縁部に 汚黄色斑がないことで 区別される。 これまでの各種と 違い， 半処 

目 にぞくする。 

そのほか， 種 レベルまで同定できなかったものも ，一覧表 ( 表 l9) に示した。 

3 者 察 

はじめに述べた よう に，本報告の 資料は発掘の 際に目立ちやすい 大型の，金属光沢をも 

つものが選択的に 採取されたものであ り，各泥炭質 層が 堆積した当時の 水域周辺，および 

美水域に棲息していた 古 昆虫相を近似的に 代表する資料ではない。 コガネムシ科が 全休 の 

名 ・ 4% を占めるのは ，そのためであ ろう 0 したがって同定結果から 古 環境を論じることは 

困難であ る。 特徴的な種の 存在から，少なくとも 集水域のどこかに ，その種の生活を 支え 

る 環境があ ったということは 言えるであ ろう。 

  6 層の泥炭質 層 のうち，大型昆虫遺体を 多産したのは 泥炭質 層 2 上と 2 下であ る。 

泥炭質 層 1 下は最も少ない。 
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2  オオクワガタは 現在，薪炭林の 落葉性ナラ類の 大木の樹幹に 棲み，樹皮下に 潜入生 

活をしているまれな 種であ る。 木種の遺体の 発見は先例がなく ，大経木があ ったこ 

とを示している 0 

3  ヵナブンよりも アオ カナブンの方が 山地性であ る ( 現在の京阪神地方では 例外的に 

アオ カナブンが低山に 棲息することがあ る ) 。 アオ カナブンの遺体の 方がカナブン 

よりも多いことから ，葉水域が山地にのびていたか ，現在よりも 泥炭質 層 2 上の堆 

積 時期の方がやや 涼しかったか ，それとも，現在では 冷温帯森林にみられる 樹種が 

何らかの原因で ，当時は当該地域周辺に 生えていたか ， 3 つの可能性が 考えられる。 

4  ナ ，コガ ネ ・ドウ ガチ ブイブイ・ ヒメコ ガネ， ハナムバリ・アオハナムバリ・コア 

オハナムバリなどの 金葉 性 または 訪 化性甲虫は，林縁のような 明るい環境に 多い。 

密な森林が一帯をすべて 埋めていたのではなく ，当然のことながら 林冠の破れた 場 

所がかなりあ ったと想像される。 

5  ヤマトタマムシの 遺体は ，ェ / キが 存在していたことを 示すものであ る。 

6  同様に タ デマルカメムシは 4 2 タデ ・サクラ タデ などの タデ科 植物がかなり 生えて 

いたことを示すものであ る。 現在では個体数の 少ない種であ る。 

7 イ クコガネ は現在，山地に 分布し，おもに 牛糞を食している。 木種の遺体が 発 
見されたのは 初めてであ り，植物相と 直接関係のない 虫であ るから，葉水域が 山地 

にのびていたか ， あ るいは現在よりも 泥炭質 層 2 上の堆積 期 がいくぶん涼しかった 

かと考えさせるものであ る。 同時に，シカやウサギのような 小型獣の糞ではなく ， 

塊状で大型の 糞を落とす大型 戦 が棲息していたことを 示すものであ る。 

全体として幼虫時代に 湿った朽木・ 枯木・腐植に 生育する昆虫が 多いことから ，朽木・ 

枯枝・腐植の 多い，よく茂った 森林がひろがっていた 印象を 5 ける。 

4  ペ リットまたは 糞塊に 由来すると考えられる 密集遺体について 

dd 5 Ⅱ区の泥炭質 層 2 上から，黒色の 昆虫遺体が密集する 部分が発見され ，包含上層が 

小ブロックとしてとりあ げられた 0 遺体は幅 37 ㎜ X お m, 厚さ約 nm の範囲に密集してお 

り，遺体どうしは 密着しており ，わずかに微粒の 土の薄 層 をはさ西部分も 少数みられた。 

この範囲以外の 土塊には昆虫遺体がみられなかった。 その産状から ， フクロウ類などの ぺ 

リ " ト または，鳥獣の 糞が泥炭質層中に 堆積したものではないかとの 疑いがもたれたので ， 

苛性 力 りを加えて水洗したところ ， 2 ～ 4 ㎜メッシュの 節にかかった 節片 ・破片で 97 点を 
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数えた。 

㎜メッシュ， れ 5 ㎜メッシュにはさらに 多数の破片がかかったが ，同定に耐えないの 

で 計数から除覚した。 

これらの遺体群集は ， モモ ブト シデムシ，ハネカクシ 科の大型 種 ， ゴ ; ムシ科の大型 種 

2 種，ダイコクコガネ ，その他同定不能の 甲虫数種から 構成されている 0 これらの昆虫に 

共通する性格は ， ①地面生活者であ ること，②夜行性もしくは 暗い林床で活動する 性質を 

もつこと，③ダイコクコガネは 大型の糞 塊 ，モモ ブト シデムシは鳥獣の 死体に集まり ， ゴ 

， ムシ 科 ，ハネカクシ 科はモモ ブト シデムシと共通した 食性をもつことが 多いことなど ， 

糞 ～ 屍 食性であ る，および④甲虫としてはいずれも 大型の種ばかりであ ること，の 4 点で 

あ る。 

次に保存状態をみると ，最大型 積め ダイコクコガネは 頭部の長い角状突起が 付け根から 

折れており，前胸は 右半分が割りとられた 状態であ り， 中 胸は両腰 節 と連結した状態であ 

るので，クチバシまたは 歯で粗く噛み 割られたと推定される。 ゴ ， ムシ の sp. C は長さ 

14 ㎜の 右鞘翅が 完全な状態でのころが ，これよりさらに 大型の sp. D の方は左右の 鞘 甦 

が バラバラになっているので ，中型種は丸呑みに ，大型 種は クチバシまたは 歯で噛み割ら 

れたと推定される。 ゴ ， ムシ sp. G とほ ば 同サイズのモモ ブト シデムシは， 頭 ( ただし複 

眼は欠除 ) 全体が 5 点，前胸背板が 8 点 ( ほとんど宗形 ), 趙翅 17 点 ( 宗形のもの多い ), と 

いった状態なので ，丸呑みにされたと 推定される ( モモ ブトシデム                                                 

17 点あ るが，前後に 2 分された破片をふく さ ので，最大個体数は 前胸背の示す 8 頭と考え 

られる ) 。 

以上のような ， 産状 ，種類組成，保存状態から 判断して， この密集遺体は ぺ リットまた 

は糞と 考えられる。 落し主は，おそらく 夜 ，地上で， 糞 および ( 或いは「又は」 ) 鳥獣死体 

に集った 申 ～大型甲虫を 連続的に採餌 し ，大型虫は粗くかみくだ ぎ ，中型虫は丸呑みにし 

た， と推定される。 しかし，その 正体を判断する 能力をわれわれは 持ち合わせていない。 

日浦は，かつて 対馬で採取された ツ シマヤマ 不コ および ッ シマテンの 糞 内容物を多数 検 

査 した経験があ るが，これら 2 種の中型 獣 に関するかぎり ，十 - 大型甲虫ばかりを 選択的 

に採餌した糞の 例はなかった。 タヌキ，アナバマ ，ホンドイタチの 糞は検査した 経験がな 

いので，軽々しく 断定はできないが ，今回の昆虫遺体密集部は 中型獣の糞ではなくて ， ぺ 

リソト のように考えられる。 

ここで問題となるのは 密集遺体群の 異地性 ・同地性であ る。 単純に考えると BG31 区の 
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外で採餌した 鳥 または獣が落した ぺり " ト ならば， BG31 区をとりまく 古 環境の復原から 

除外すべし，という 見解も出よう。 しかし，落し 主の採餌圏の 広さ，あ るいは定住性を 考 

えると，やはりこの 遺体群集もまた 古 環境復原の考慮に 入れなくてはならないであ ろう。 

ダイコクコガネの 生存を可能ならしめた 大型 糞 塊を落す大型 獣は それが何であ るかわから 

ないが，少なくとも 集水域内には 棲息していた 可能性を考えるべぎであ ろう。 




